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キリスト教教育週間
学習資料ができました！

　安心して眠ることができ、
食べることに困ることのない
私たち。けれど、それが世界
の人々の当たり前ではありま
せん。教会や学校に集う子ど
もたちが「キリスト教教育週間」を通して、さまざま
な環境の中で生きている人のことを知り、平和につい
て考える機会となることを願っています。神さまの愛
が、平和のたねとなって多くの人々に届きますように。
　2026年度の「平和のきずな献金」は、海外二つ、国
内三つの団体の活動に捧

ささ

げられます。海外の献金先の
一つは、看護師の岩本直美さんがプロジェクト・ディ
レクターを務める日本キリスト教海外医療協力会
（JOCS）の「JOYJOYプロジェクト」です。日本で
は、障がいのある子どもたちが特別支援学校で学んだ
り、病院などでリハビリを受けたりすることができま
すが、バングラデシュは、まだ支援の環境が十分では
ありません。特に地方では、障がいについての誤った

理解や偏見が残っていて、『家族のおこないが原
因だ』と考えられることもあります。
　このプロジェクトは、そうした子どもたちの
居場所となるデイケアセンターや、孤立しがち
な母親や父親がつながり支え合う『母親の会』
『父親の会』などの活動をしています。
　このたび、NCC教育部では「JOCSの活動を知
る会」を企画いたしました。バングラディシュ

について一緒に学びませんか。
■日時：９月26日（土）13:30～14:30
■場所：日本キリスト教会館２階
　　　　NCCフリースペース＋オンライン
オンライン参加の方は前日までにNCC教育部へメール
でお申し込みください。対面の方は申し込み不要。無料。
　また、もう一つの海外献金先は「ブラジルの二つの
教会の青少年育成プログラム」です。「ラテンアメリ
カ・キリスト教」ネット代表の小井沼眞樹子さんを通
して、アルト・ダ・ボンダージ・メソジスト教会の
「総合教育プロジェクト」とヴァレリオ・シルヴァ・
合同長老教会の「ストーリー・テリングプロジェク
ト」のために用いられます（６月21日付本紙参照）。

　これら二つの献金先の活動を知るための学習資料を
作りました。画像10～12枚と台本で構成されていま
す。子どもたちにわかるように作成していますが、大
人の方々にも知っていただきたい内容です。教会や学
校で、ぜひご活用ください。データ（パワーポイン
ト）でお分けするタイプと、紙芝居のように、あるい
は展示して使えるA３サイズ・ラミネート加工済の教
材の二つのタイプがあります。後者は郵送で貸し出し
します。詳しくはNCC教育部のホームページをご覧く
ださい。ご利用くださる方は、NCC教育部まで、希望
のタイプとご利用の日にちをお知らせください。
（富田直美　とみた・なおみ＝日本バプテスト連盟
／NCC教育部総主事）

　この10年余りで、社会ではテクノロジー
の進歩や法制度の改正が進み、アクセシビ
リティも少しずつ向上してきました。しか
し、教会における合理的配慮の提供や、真
のバリアフリーへの取り組みは、まだ始ま
ったばかりと言わざるを得ません。
　外側の環境（ハード面や制度）が変わ
りつつある今だからこそ、本当に求めら
れているのは、技術や制度を整えること
だけではなく、私たちの心の中にある無
意識の偏見や「心の障壁（バリア）」を取
り除くことではないでしょうか。合理的配慮をたんなる施しで
はなく、神の家族の「当たり前の一員」として共に生きるため
の権利として捉え直す――そうした意識のアップデートが、今
まさに求められています。
　障害のある人もない人も、神の目には等しく「尊く、重んぜ
られる人」であり、「生きるに値する尊い命」です。私たちは、
神に愛されている家族であり、共に支え合う兄弟姉妹です。障
害のある人が独自の視点や経験を分かち合い、当たり前の一員
として共に歩み、声をあげていくことは、教会全体がより豊か
で成熟した共同体へと成長するために不可欠なプロセスです。
　そこで、NCC「障害者」と教会問題委員会は、毎年11月第２

週の「障がい者週間」を覚え、祈り
を合わせるとともに、現代社会の歩
みに即した教会のバリアフリー化と
合理的配慮をさらに推進するため、
活動を続けています。11月14日には
日本キリスト教会館（東京都新宿
区）４階会議室で、「障がい者週間
の集い」を開催します。昨年に引き
続き、「支え合う『いのち』」をテー
マに掲げ、当委員会の大石忠氏が講
演します。また、講演後のプログラ

ムでは、2011年に発表した「障害者週間に向けての宣言文」の
改訂案を共有し、広く意見や切実な声をうかがいたいと願って
います。
　「障がい者週間」が、キリストの体なる教会が真に一つとな
り、互いに配慮し合う歩みを踏み出す契機となりますように。
なお、「集い」は対面とオンラインを併用して開催します。多
くの方々のご参加を心よりお待ち申し上げます。詳細は当委員
会発行のニュースレターやNCCのホームページをご覧いただ
くか、NCCまでお問い合わせください。
（日髙馨輔　ひだか・けいすけ＝日本聖公会・日本盲人キリス
ト教伝道協議会／NCC「障害者」と教会問題委員会委員長）

11月第２週は「障がい者週間」心のバリアを取り除き、共に歩む共同体へ
【主催・共催集会】

＊詳細はNCCホームページのニュースをご
覧ください。Facebookでも案内しています。
■第49 回ウクライナを覚えて平和を祈るキリ
スト者祈祷会　９ 月24 日（木）後８時～８時
45 分、オンライン。日本カトリックいのち・平和・
人権委員会、平和を実現するキリスト者ネット、
NCC の共催。
■10.29狭山市民集会・キリスト者前段集会　
10月29日（木）前10時半～正午　日比谷図
書文化館大ホール（東京都千代田区）。呼びか
け　日本キリスト教協議会、部落問題に取り組
むキリスト教連帯会議、日本基督教団部落解放
センター、なお午後１時から日本消防会館ニッ
ショーホールで開かれる狭山市民集会に合流。
■第14回NCC-URM日韓協議会　11月4日（水）
～６日（金）　香川県高松市内。申込締め切り
10月18日、主催　NCC都市農村宣教委員会。
■障がい者週間の集い　11月14 日（土）前
11時～後３時　日本キリスト教会館４階会議
室（東京都新宿区）とオンライン。要申込、主
催　NCC「障害者」と教会問題委員会。

【委員会など】
■９月30日（水）平和・核問題委員会
■10月１日（木）「障害者」と教会問題委員会
■10月３日（土）財政検討チーム会合第５回会合
■10月５日（月）URM委員会
■10月５日（月）靖国神社問題委員会
■10月14日（水）女性委員会
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都市と農村から「人間の問題」に向き合う
日韓交流を礎に歩むNCC-URM

　都市農村宣教委員会（URM）の前身である都市産
業伝道委員会（UIM）は、1967年第20回NCC総会で
可決、設置されました。1964年、65年と２回にわたり
「産業社会における一致のあかし」と題した協議会
をNCC都市産業伝道協議会として開催しており、
UIMの設置はその成果とも言えます。
　1972年には関西キリスト教都市産業問題協議会
（KUIM）が組織され、翌1973年、NCC-UIM主催の
現場研修において韓国UIMとKUIMとの出会いが与え
られます。以来、KUIMと韓国UIMとの交流が始まり
ました。そして、1978年５月15日から19日に、韓国水
原アカデミーハウス「明日のための家」において「産
業社会における現代宣教の課題」と題して、第１回
日韓協議会が開催されました。1980年にNCC-UIMは

NCC-URMに改称し、現在に至ります。
　URMはKUIMと韓国との繋がりがその原点にある
ため委員会の活動は大阪を拠点としており、大阪生
野区にある在日大韓基督教会館（KCC）を通して、
韓国NCCとの繋がりを密にしています。
　URMは1981年より「NCC-URMとは、産業の発展
と都市化という日本の社会状況と、その中に生きる
人間の問題に対して責任的に関わろうとする教会の
宣教活動と、活動理念の基礎を福音信仰に置く社会
活動の総体をいう」を基本方針として掲げています。
すなわち、特定の社会問題の解決に取り組む運動体
ではなく、現代社会に生きる「人間の問題」に責任
を持って関わる委員会です。
　現代に生きる私たちは、都市への人口集中と農村
の過疎化、富の一極集中による格差の拡大、非正規
雇用者や移民労働者に対する人権の軽視、さらには、
都市の電力を地方の原子力発電所で賄おうとするこ

と、米軍基地を沖縄に押し付けると共に、琉球弧を
軍事要塞化・弾薬庫化することで負担を強要するこ
となど、様々な範囲、水準の問題を多層的に内包し
た社会に生きており、一人の人間が受ける不利益や
苦痛、生きにくさの原因は複雑に絡み合っています。
URMは、このような問題群を福音信仰と宣教の面か
ら「人間の問題」として捉え、自らの責任として負
うことを目指しています。
NCC-URM日韓協議会は2026年で14回目を迎え「地
域に根ざした教会の使命――農村・生態・気候危機
の時代におけるURMの実践」とのテーマのもとに香
川県高松市で開催予定です。詳細はNCCのホームペ
ージに掲載されています。ぜひご覧いただき、URM
の働きを憶

おぼ

えてお祈りください。
（岡本拓也　おかもと・たくや＝日本基督教団／NCC
都市農村宣教委員会協力幹事）

【主催集会】
＊詳細はNCC教育部ホームページ「集会案内」をご覧ください。
■JOCSの活動を知る会 ９月26日（土）後１時半～２時半、
日本キリスト教会館２階NCCフリースペース（東京都新宿区
西早稲田２-３-１８）＋オンライン

【委員会の予定】
■９月23日（水）平和教育資料センター委員会　
■９月26日（土）プログラム委員会

「障がい者週間」の集いの案内

今年の学習資料の表紙
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ACTジャパンフォーラムの国内災害対応

　災害が続いています。7月には熊本で大きな地震、
８月には千葉豪雨、そして石川、富山、福井でも豪雨
災害が起きています。大規模な災害が発生したとき、
被災地では一刻も早い支援が求められます。しかし、
外部から新たな支援体制を立ち上げることが、常に最
善とは限りません。地域の事情を知り、被災した人々
と日常的な関係を築いてきた団体を支えることも、重
要な災害対応です。ACTジャパンフォーラムは、この
「つながり」を生かした支援を重視しています。
　私たちには、国内災害対応専門の専従職員はいない
ため、災害時には現地で救援活動を行う教会や関係団
体と連携し、それぞれの働きを支える形をとります。

発災後は、
まず以前か

らつながりのある団体や教会に連絡し、被害状況を確
認するとともに、救援活動を始めているか、今後どの
ような活動を予定しているか、課題や必要な支援は何
かを丁寧に聞き取ります。関係団体がすでに活動して
いる場合には、それを支えることを最優先とします。
　こうした連携は、災害が起きてから急に作られるも
のではありません。そこで、平時から防災のためのネ
ットワークづくりを続けています。大規模災害の発生
が予想される地域を実際に訪問し、NCCの加盟教団や
関係団体を訪ね、地域が抱える災害リスクを共有する
とともに、将来災害が起きた際にどのような協力が可
能かを聞き取り、顔の見える関係を築いています。
　支援に際して特に目を向けるのは、外国人、高齢
者、性的少数者、障がい者など、災害時に困難を抱え

やすく、既存の制度や支援から取り残されるおそれの
ある人々です。避難所の外にいる被災者や、声を上げ
ることが難しい人のニーズは、外部からは見えにく
い。地域に根差した団体との連携は、そうした一人ひ
とりの困りごとを把握し、必要な支援につなぐために
も欠かせないのです。
　今回の熊本地震では、私たちのメンバーであるCWS 
Japanが現地に入り、過去にも協働した熊本YWCAと連
携を始めました。八代市や熊本市で聞き取りを行い、障
がいのある人への物資支援や外国人被災者の状況把握を
進めています。今後は、地域と連携して情報収集と調整
を行い、支援の届きにくい人のニーズを個別に把握して
必要な支援につなぐ取り組みを検討しています。平時に
築いたつながりを、災害時の具体的な助けへと変えるこ
とが、私たちの国内災害対応の特徴なのです。（藤守義光　
ふじもり・よしみつ＝ACTジャパンフォーラム事務局）

海外の若者のまなざしから見える日本の教会
ISJPで重なる出会いと学び

　前回（８月11日付本欄）は、NCC宗教研究所が25年
間、ドイツのエキュメニカルな宣教団体EMSと共同して
続けてきたISJP（Interreligious Study in Japan Program）
の概要を紹介しました。
　ISJP の参加者の多くは神学校生や大学院生です。サバ
ティカル中の牧師・神父が参加したこともありますが、
主な対象は若者、青年層です。
　これまで、多くの若い参加者を迎えてきました。思い
出深いエピソードもたくさんあります。ある参加者は期
間中（10月～１月）ずっと半袖で過ごしていて、寒くな
いのかと思いました。ドイツの若者にとって日本の冬は
それほど寒くないのでしょうか。ある別の参加者は、日
本で服を買いたいと言っていましたが、日本の服はどれ

も彼には小さすぎるというので大きなサイズの専門店を
紹介しました。彼は柔道をやっていると話していたと思
います。また、カレーライスが大好きで、ほとんど毎日
食べに行っていた参加者もいました。
　私がもう少し若かった頃には、いくつかのフィールド
トリップに同行したこともあります。天理教本部フィー
ルドトリップのためJRで移動中、JR奈良線の車窓から任
天堂本社が見えて、参加者たちが「あれが任天堂！」と
とても興奮していたこともありました。伏見稲荷大社フ
ィールドトリップでは、一人の参加者が「夕方に友人と
会いたいので、予定より早く山を下りたい」と先に下山
し、別の参加者たちは「両側に竹林があって雰囲気が良
いので、計画していたルートとは違うこちらの道から下
りたい」とそちらから下山し、結局私とコーディネータ
役２人だけが楼門前（集合場所だったのです）に帰って
きた、ということもありました。

　日本キリスト教史を専門とする研究者として、私自身
も ISJP から多くを学んできました。日本の教会には戦争
協力の歴史があります。戦後の反省を含め、日本の教会
の状況が海外の若者（特にドイツの若者）にどのように
受け止められるのかを知ることは、私にとって非常に興
味深いことです。ヨーロッパの参加者から「日本の教会
は力強い、みなとても熱心に関わっていてすごいことだ」
と言われ、複雑な気持ちになりつつ励まされたこともあ
ります。今後も参加者の視点から新たな発見があること
を楽しみにしています。
　今年も９月末にドイツとスウェーデンから４人の若者
がやってきます。どのような出会いがあるか楽しみです。
次回も続けてみなさまに学びの様子をご報告したいと思
っています。

（岩野祐介　いわの・ゆうすけ＝NCC宗教研究所所長）
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